
 令和８年３月１１日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立目黒西学校 

校長 田井 俊行 

令和７年度 目黒区立目黒西中学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年７月５日（土） 午前１０時３０分～午後１時００分 

            ・授業見学 

・学校経営方針説明  

・意見交換、質疑応答 

（２）第２回実施日時 令和８年２月２０日（金） 午前１０時３０分～午後１時００分 

・授業見学 

・学校評価報告 

・意見交換、質疑応答 

２ 参加者 

・辰巳 ヒロミ（緑ヶ丘自治会長）  ・飯田 一彦（大岡山西住区住民会議） 

・中里 謙一（トキワ松学園教頭）  ・門司 隆明（大岡山東住区住民会議）       

・長谷川 裕（平成 29.30年度親師会（ＰＴＡ）会長） 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環境、教

職員の態度などについて、

家庭・地域との連携、地域人

材の活用などについて 

◎統合初年度で、肯定的

評価が保護者 87.8%、

生徒 91.7%、地域・教

職員 100%と、高い数

値を達成することが

できた。 

⦿既存の設備を活用し

ながらも、教職員の意

識の高い組織力と、保

護者・地域からの支持

によって良いスター

トができた。統合に向

けて、不安な要素もあ

ったと思うが、一つ一

つの教育活動の実践

や、情報の発信をとお

して、学校と家庭、地

・今年度の取組をベー

スとして、３年計画で

統合新校の目指す学

校像を確立させてい

く。 

・研究開発学校として

の「新しい学び」に挑

戦しながら、学力の向

上にも焦点をあて、学

習の項目の肯定的評

価を高められる教育

活動を実践していく。 

・今後も保護者をはじ

め、関係機関との連携

を大切に教育活動に

あたると共に、情報発

信に務めていく。 

・統合１年目という

ことで、様々な不安

なこともあったと

思うが、生徒が安心

して充実した学校

生活を送ることが

できておりとても

良かった。 

・研究開発学校とし

ての取組は、反省に

あるようにもっと

見える形でわかり

やすく発信してほ

しい。 

・区内全体で中学校

のアンケートの回

収率が下がってい



域が連携を図り、取り

組めたことが、充実し

た教育活動の展開に

結び付いたと考える。 

 るが、校内の努力

で、回収率を上げて

いたので、次年度も

引き続き取組を続

けてほしい。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内容全

体について 

◎八中と十一中が統合

し目黒西中となり、教

育目標が「自律」「共

創」となった。この目

標は新校スタートと

共に一年をかけて生

徒保護者地域に根付

いたと思われる。 

⦿４５分授業となり、生

み出した時間で西中

タイムを設定したこ

とで、生徒の自律的な

学びと、共創的な活動

を意識的に取り組ん

できた。２年目以降、

さらに工夫を重ね、そ

の活動をより分かり

やすく進化させてい

く必要がある。 

●４５分授業になった

ことで生み出された

時間を、どのように使

うか研究を重ね、研鑽

を積む必要がある。 

・４５分授業による生

み出された時間をど

のように生かすかを、

より明確に生徒、保護

者、教員が理解し合

い、高めていけるよ

う、年度初めの保護者

会や保護者連絡シス

テムを通じて発信し

ていく。 

・朝の学活までの時間

を、「自律の時間」と

「朝読書の充実の時

間」として設定し活動

を充実させる。 

・何のために１時間

の授業の５分を削

って、４５分授業に

しているのか、明確

に発信してほしい。

また、５分短くなっ

た授業の質の向上

にもしっかり取り

組んでほしい。 

・次年度は、より教育

目標の「自律」と「共

創」を意識した生み

出した時間の活用

をしていくため、そ

の活動内容が生徒

にとっても、教職員

にとっても教育効

果の高いものにな

ってほしい。 

 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や児童・

生徒の道徳的実践力の向上

に向けた取組について 

◎９０％以上の生徒が

肯定的な評価をして

いる。このことから、

道徳の授業を通して、

相手の意見を共有し、

よりよい生き方につ

いて考えていること

がわかる。継続的に、

学習用情報端末の活

用が増え、発表に消極

的な生徒も意見を述

・発達段階に応じた「い

のちの授業」を通し

て、多様な性や男女共

生、人権について学習

することができた。 

・今年度開催されたデ

フリンピックにちな

んで、デフリンピアン

の講演会を開催した。

講演会と人権教育を

関連させることでよ

・校内の掲示物を見

ても、様々なところ

に人権教育を意識

付けする掲示物が

あり、とても良い取

組である。 

・先日の道徳授業地

区公開講座でも、授

業では、生命の大切

さについて考え、協

議会では、意見交換



べ、意見を取り入れた

発表が行われている。 

 

 

 

 

り広い視点から捉え

ることができた。 

・いじめ問題や社会課

題をテーマに、人権尊

重の精神や障害者理

解について深める取

組を継続していく。 

会や講師からの講

義など、学校として

道徳教育にしっか

り取り組んでいる

事が分かる。 

・いじめ問題を考え

るめぐろ子ども会

議や人権講演会、い

のちの授業など、生

徒に人権について

考える機会を多く

設けているので、今

後も特色ある教育

活動として継続し

て取り組んでいっ

てほしい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向けた授

業の改善・充実、習熟度別指

導、○○タイム、主体的に学

習に取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、自然宿

泊体験教室、 

キャリア教育等の充実につ

いて 

●授業の工夫やわかり

やすさについて、８割

近くの生徒が満足し

ていると答えている。

保護者の評価は、７割

程度となった。「西中

タイム」での学習時間

の確保と、その内容を

見直し、継続的な取り

組みの効果について、

学校便りや学校ウェ

ブサイトで保護者へ

周知していく。 

●学力が二極化してい

る現状も踏まえ、教科

の特性を活かした生

徒へのアプローチを

検討する必要がある。 

・次年度は「西中タイ

ム」での学習活動の目

的、内容、方向を明確

化し、その振り返りま

でをセットとして取

り組んで行く。また、

自分の苦手分野の確

認や、仲間との学び合

いを行っていく。 

・デジタルドリルを、授

業や家庭学習で効果

的に使えるように研

修を行い、５教科を中

心に復習や単元の確

認を課題として定期

的に配信していく。そ

の結果を用いて、学習

状況を把握した上で、

指導や助言を行い、個

別最適化された学習

活動として取り組ん

でいく。 

・引き続き、保護者が理

解できる丁寧な説明

・教職員の回答が１

００％という結果

については、非常に

素晴らしいと思う。

その学習指導への

熱意が、子ども達の

学力向上や満足度

に結び付けられる

ように、頑張ってほ

しい。 

・自分の苦手な分野

の確認だけにとら

われず、自分の得意

な分野の取組も後

押ししてあげられ

る活動も取り入れ

てほしい。 

→令和８年度は、探究

学習の中で、自分の

興味関心をテーマ

にした学習を実施

していく予定であ

る。 



の場と周知の方法を

考えていく。 

Ⅴ 体育・健康教育について 

・ 体 力 向 上 、 健 康 の 促

進に向けた取組について 

◎全ての分野で前年度

を上回り、生徒、保護

者ともに９０％近く

が肯定的な回答をし

ている。新しい形での

体育祭や、人数が増え

たことによる授業や

部活動での充実感が

高まったと考えられ

る。 

●体力向上については、

生徒の中で能力の二

極化が際立っている。

能力の底上げとして、

体力テストの数値の

向上をより一層進め

ていく必要がある。 

・授業内でも、東京アル

ファ（東京都統一体力

テストデジタル集計

システム）の結果を活

用して、東京都統一体

力テストの運動要素

や、体力項目を意識

し、生徒たちが前向き

に取り組める内容を

各単元の中で取り入

れていく。 

・体力の低下につい

ては、学校だけでは

なく、区や都、全国

的な課題となって

いるので、課題の解

決は容易ではない

が、目黒西中とし

て、保健体育の授業

での体力の向上や、

部活動の活性化な

どの取組で体力向

上や積極的に体を

動かす生徒が増え

てほしい。 

・統合したことでの、

体育祭の盛り上が

りはとても良かっ

た。引き続き充実し

た行事にしてほし

い。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学年交流

活動、クラブ・部活動の充実

などについて 

◎統合により生徒の数

が増えたことで、授業

や行事に活気があふ

れ、係や委員会、部活

動の数も増えたこと

で学校全体の教育活

動が活発になったと

思われる。 

・行事や活動の精選を

行いつつ、生徒が主体

となり、考え実行して

いく場面や機会を増

やす工夫をしていく。 

・統合して生徒の数

が増えたことで、体

育祭や学習発表会

が活気に溢れ非常

に盛り上がってい

た。 

・その他にも、部活動

の数も増え、生徒の

教育活動全体が活

発になる事で、より

学校が魅力的にな

っていくと感じて

いる。 

・外部の人材の活用

も進めていけると

良い。 



Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじめや不

登校の現状と対応、教員の

関わり方、特別支援教育へ

の取組などについて 

◎落ち着いて学校生活

を過ごしているかの

問いについては、昨年

度と同様に９割の生

徒が落ち着いている

と回答した。統合によ

る落ち着きの無さを

感じることなく、学校

生活を過ごすことが

できたのは、大きな成

果である。 

・学校生活を落ち着い

て過ごせているかの

問いに「十分あてはま

る」の回答が保護者よ

り、生徒の方が約１３

ポイント高いことか

ら、生徒の学校の様子

が伝わっていないと

思われる。保護者に学

校の様子を見てもら

う機会を増やしたり、

学校ウェブサイトや

学校便り等で様子を

伝える機会を増やし

たりするなど、改善が

していく。 

・統合した学校とし

て、学校公開での授

業の様子や、登下校

の生徒の様子を見

ても非常に落ち着

いている様子が分

かる。 

・学校生活のきまり

について、校則検討

委員会を開き、生徒

取組を進める事が

できているので、こ

のようなことも外

部に発信していき、

保護者へも周知し

ていけると良い。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安全教

育や情報モラル教育の充

実、安全管理などについて 

◎避難訓練や安全指導

を計画的に実施して

いることで、定着して

きていると感じる。 

◎生徒・地域・保護者も

一緒に、自転車安全教

室を行った成果が反

映されていると考え

られる。 

・事故の未然防止の取

り組みについては、生

徒と保護者では、開き

が見られ、保護者の理

解が得られていない

と思われる。そのた

め、安全教育について

のお知らせ等も学校

ウェブサイト等に載

せるなどしていく。 

・教育委員会が「目黒

西中学校危険箇所

等デジタルマップ」

を作成しており、と

ても良いことだと

思う。 

・様々な自然災害が

あるので、学校とし

ての準備や備えを

日頃からしっかり

取り組んでほしい。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区の小

学校との連携について 

・近隣の幼稚園・保育園との連

携について 

◎大岡山、緑ヶ丘、中根

の３小学校と教務主

任同士で連携をとり

あい、西中校区４校で

教務主任会を行い、小

中連携の在り方や小

学生授業体験部活動

説明会、R８年度の教

育課程について話し

合うことができた。ま

た、いじめ問題を考え

るめぐろ子ども会議

後に、地域教育懇談会

・４校教務主任会は今

後も続けていく。 

・地域教育懇談会の運

営についても、R７年

度を踏襲し、行ってい

くとよいのではない

か。 

・小学校や地域、PTAに

依頼して職場体験先

を紹介していただい

たりすることは今後

のコミュニティスク

ールに向けて必要で

・校区の小学校が３

校となり、連携する

ために連絡・調整が

大変になることも

あると思うが、大切

な取組なので、しっ

かり連携してほし

い。 

・いじめ問題を考え

るめぐろ子ども会

議では、中学生がリ

ードしよくまとめ

られていた。 



を行ったことも有意

義であった。 

⦿近隣の幼稚園・保育

園。こども園とは、２

学年の職場体験学習

で連携を行うことが

できた。また、体育館

や校庭を保育園の運

動会に貸し出した。 

はないか。 

・近隣の幼稚園・保育

園・こども園との連携

は引き続き、職場体験

学習と運動会時の校

庭、体育館の貸し出し

を行っていく。 

・地域教育懇談会に

ついても、目黒西中

学校区のやり方を

引き続き検討して

いく。 

 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実につ

いて 

◎保護者への情報発信

について、肯定的評価

が９割を達成し、保護

者連絡システムの運

用に加え、学校ウェブ

サイトの活用の効果

があった。 

◎学校だよりについて

は、引き続き紙媒体と

電子での配布を行う

など、必要な情報は、

紙媒体での周知も大

切にしていく。 

・今年度の取組が評価

を得られたので、継続

していく。 

・保護者連絡システム

での情報発信は、定着

しているので継続し

ていく。 

・学校ウェブサイトの

内容は、次年度に向け

て充実させていく。 

・学校生活の様子を、副

校長と一部の教員だ

けでなく、各教員がタ

イムリーな内容をあ

げられるようにして

いく。 

・学校ウェブサイト 

も毎日の配信は良

いことである。 

・保護者連絡システ

ムでの地域向けの

発信は、非常にあり

がたい。情報を自分

から見付けに行く

ことができる方も

いるが難しい方も

いる。その事を考え

ると配信タイプの

情報共有の手段が

非常にありがたい。 

 

Ⅸ 教員の人材育成について 

・日常の職務をとおして専門

性と協働性の育成、教育公

務員の自覚について 

◎統合に伴い、「新しい

学校を創る」ために熱

意のある教職員が集

まり、教育活動を実践

した。意識の高い組織

で互いを刺激し合い

ながら職務にあたり、

教 職 員 の 評 価 は

100%となったことは

大きな力となる。この

中で、職員室の雰囲気

が良く、コミュニケー

ションを気軽にとる

ことで、教員間の連携

の高まりとともに、人

・力のある教職員の中

でも、区や都の研修の

機会を大切にし、個の

成長を図っていく。 

・若手教員の育成に関

しては、より具体的な

育成計画を示し、校内

ＯＪＴの体制を構築

していく。 

・校内研修を充実させ

るとともに、日頃の教

科指導や生徒指導に

関するＯＪＴの機会

を増やし、教職員全体

のレベルアップを図

・昨今、様々な教育課

題がありながらも、

目黒西中学校には

熱心に学校教育に

力を注ぐ教職員が

多く在籍している

ことが素晴らしい。

この熱意を生徒指

導に役立てていき、

良い学校を作りあ

げてほしい。 

 



材育成にあたる指導

や助言もスムーズに

行うことができてい

る。 

っていく。 

Ⅹ 教員の働き方改革につい

て 

・校務支援システムの活用、

「チーム学校」を意識した

業務分担等、組織的な業務

の効率化・最適化について 

○研究開発学校として

取り組んでいる、１単

位時間４５分授業の

実施により、時程の工

夫が可能となった。生

み出した時間の活用

により教員の時間を

確保できたことや、最

終下校時間が１７時

３０分となったこと

が良い方向に向かっ

たと考える。 

●統合初年度というこ

とで、業務の偏りが見

られる点については、

組織的な業務の遂行、

効率化・最適化につい

て検討していく必要

がある。 

・今年度の業務の実態

を把握し、次年度の業

務分担に反映させる。 

・業務を平準化できる

部分と、職層に応じた

業務については、バラ

ランスをとり担当を

割り振っていく。個に

任せず、組織的な取組

で連携して業務にあ

たっていく。 

・自動採点システムや

デジタルドリルの活

用も引き続き進めて

いく。 

・教職員の時間外在

校時間の話や実態

を聞き、教職員のは

た働き方が学校と

してうまく機能し

ていることが分か

った。 

・ＩＣＴ機器や新し

いシステムを使う

ことも大切だが、何

より子ども達との

関わりの時間を１

番大切にした教育

活動はしっかりや

っていってほしい。 

Ⅺ 服務事故の防止について 

・服務事故防止に向けた取組

などについて 

○年度当初、八中と十一

中の両校の、紙媒体と

電子データの個人情

報の管理が、非常に大

変であったが、教職員

の丁寧な作業で、無事

に整理することがで

きた。 

◎長期休業前の服務研

修は、都の資料を基に

研修を実施し、服務事

故防止に向けて啓発

している。その他の時

期や月ごとに心配さ

れる服務事故につい

・個人情報の点検のフ

ローを構築するとと

もに、確実に実施して

いく。 

・指導要録が電子デー

タになったので、ハイ

ブリッドの対応の学

年と、完全に電子デー

タ対応の学年が混在

する期間が数年続く

ので、管理方法につい

て明確にしていく。 

・世間で起きている服

務事故の内容につい

て、目黒西中で絶対に

・報道であるような

ニュースは、目黒西

中学校では起こし

てほしくない。 

・服務事故防止に対

して、様々な取組を

していることが分

かった。 

・様々な事で、働き方

が窮屈になってし

まうことが心配で

ある。 

 



ても、注意喚起の場面

を設定し服務事故防

止に努めていく。  

起こさないための服

務事故防止の取組を

徹底して行う。 

Ⅻ 研究開発学校について 

・４５分授業や、生み出された

時間に取り組んでいる西中

タイムの活動について。 

＊独自項目のため結果を以下

のとおり掲載する。 

Q 学校は研究開発学校として

実施している４５分授業の

取組を通して教育活動の充

実に努めている。 

保護者 

よくあてはまる２８％ 

あてはまる５１％ 

あまりあてはまらない４％ 

あてはまらない２％ 

わからない１５％ 

生徒 

よくあてはまる４５％ 

あてはまる４８％ 

あまりあてはまらない５％ 

あてはまらない２％ 

わからない０％ 

Q 研究開発学校の取組として

実施している「西中タイム」

の活動は充実しているか。 

保護者 

よくあてはまる２９％ 

あてはまる４６％ 

あまりあてはまらない５％ 

あてはまらない４％ 

わからない１６％ 

生徒 

よくあてはまる２０％ 

◎統合初年度は、２、３

年生の学級の話し合

い活動やお互いを知

るために、裁量の時間

を多く充てた。そのた

め、５月に行われた体

育祭や３年生の修学

旅行に向けた取組を

スムーズに行えるこ

とができた。 

◎水曜５時間目の後に

３０分の西中タイム

を設けて、自己選択学

習の時間や行事の準

備や練習の時間に充

てたことで、授業時数

を大きくカットする

ことなく運営を行う

ことができた。 

◎４５分の授業改善に

おいては、学習用情報

端末を活用する場面

が増え、１００％の教

職員が意図的・計画的

に活用していると回

答している。 

●行事以外の西中タイ

ムでは、何をする時間

なのか明確に伝わっ

ていなかったことで、

２５％の生徒が充実

した活動とはなって

いないと感じている。 

・次年度は、４５分授業

によって生み出され

た時間をより計画的

に行う。朝の時間に

「自律の時間」「共創

の時間」を設定し、自

己選択学習や行事を

創る時間を設ける。ま

た、体育祭や学習発表

会の前には放課後３

０分に共創の時間、定

期考査前は自律の時

間をそれぞれ設定し、

教育目標達成のため

生徒主体の活動を展

開していく。 

 

・校長先生の話しの

中でも、今年度、１

年間実施してきた

取組の内容がわか

った。３年間でいろ

いろ試行錯誤して

いく中で、目黒西中

学校としての成果

を上げてしい。 



あてはまる５５％ 

あまりあてはまらない１７％ 

あてはまらない８％ 

わからない０％ 

●４５分授業に対応し

た教科の年間指導計

画や授業内容の精選

等、授業改善が求めら

れている。 

 


